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乾田直播栽培における水稲収量の年次変動

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　立野喜代太。宮国栄美・樋口重利

　水稲の収量は，土壌条件やその年の気象条件の違いによって左右されるのはいうまでもないが，

品種の違いや，施肥，水管理病虫害防除など管理技術の良否によるほか・栽培様式の違いも大い

に関与するようである。．ことに，栽培様式の違いによる収量の年次間変動には差が認められること

から，比較的安定した栽培様式とそうでないものとがあるように思われる。この試験は昭和45年

度より，同一圃場で毎年くりかえし実施した乾田直播栽培の収量性について・普通移植栽培と対比

しながら，その変動性を検討したものである。乾田直播栽培は，昭和44年以降5ケ年をついやし

て，当農：場水田（裏区）約2．1haの土地基盤を整備し・暗渠排zkを施行した圃場を使用し・普通移

植栽培は未施工時の圃場（必ずしも直直栽培圃場と同一ではない）を用いた。この報告では・乾田

直播栽培は昭和45年より50年まで・また普通移植栽培は40年より45年’までのそれぞれ6ケ

年の結果をまとめたもので，同一年次の対比ではない。

　　第1表　　栽培期間なよび品種
栽培様式　　年　次 品　種 播　種 乾田期間 収　穫 本田期間
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栽培様式　　年　次 品　種　　苗代日数 移　寒 紅　穫 本田期間

普通移植

昭和40
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〃　42
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註）ベニセン：ベニセンゴク

　第2表に示すように，収量は普通移植栽培のそれに比較すると，全般的に低いことがわかる。勿

論，栽培技術の未熟さの度合いや・年次圃場，品種などそれぞれに違っているので，厳密な比較

はできないが，この結果からすると6年間の平均で，普通移植栽培の約1割の減収になっている。

さら｛（，この表で特に注目したいのは・年次間の変動（分散Varianceで表わす）が，普通移植（

ao9－2）にくらべて乾田直播は高く，その分散値はZ58－2を示して吾り，比較的安定性に欠け
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第2表 収量の平均澄よび分散
年　　　次 （昭）45　　46　　　47　　　48，　　49　　　5◎ 年次間

乾田直播 平均（M） 2．1　4　　　　2．68　　　　　2．56　　　　2．46　　　　t8　9　　　　　2．26 且50

分散（V）
a42　　　　〔工1　9　　　　　0．05　　　　a59　　　　α82　　　　　〔瓦04　　　　　　　　　　　　、 Z58－2

（449）　（　565）　（　496）　（　51　7）　（　597　）　　（47　5） （485）

年　　　次 （B召）4〔〕　　　　4　4　　　　　　42　　　　　　4」3　　　　　　44　　　　　　45 年次間

普通移植 平均（M） 2．65　　『　　2．51　　　　　2．65　　　　2．55　　　　　2．7　4　　　　　248 a47
分散（V） α68　　　　α21　　　　0．05　　　　｛〕．1　4　　　　0．56　　　　　0．27 ao8｝2

（　552）　（　485）　〈　557）　（556）　（　569）　　（　52　1　） （557）

　　　　注）上表の数値は55㎡当りの生籾収量（ん9）を示す。

　　　　　　（）内の数値は坪（55〃r）刈りの結果を10a当りの玄米収量（ん9）に換算した

　　　　　　　ものである。

ることが指摘される。　また，栽培年次を重ねるに従って減収する傾向が認められることである。

な澄5年課内の抽出個所による収量分散は，両栽培間に差が認められない。

　乾田直播は，第1表に示すように，本田期間約170日のうち，ろ0～40日が乾田状態で・の

こりの150～140日が湛水期間となり，普通移植での苗代期間が畑状態で経過したことになる。

この間，土中の空気の流通が良く，酸化状態となり有機物の分解を早めるのに加えて，土掌中の窒

素は硝酸化成を起して大気中に発散し，または流亡して脱窒し易い状態に澄かれている。乾田直播

の累年栽培による減収傾向はこの様な事情が累積された結果と見ることができよう。これに対し・

湛水状態では窒素はアンモニア態で安定し，有機物の分解も畑状態より遅い。したがって，乾田直

播では，特に基礎地力の維持，増進が特に必要で，このために，堆厩肥の投入，または縁肥作物の

栽培など，積極的な有機物を投入するような方策がとられなければならない。

　直播栽培の収量が不安定であることについて，先ず出芽，苗立ちの問題があげられる。①，雀，

ケラなどによる種籾の喰害，②砕土，覆土の不整による出芽不揃い，③除草剤処理による出芽阻害，

または枯死などの諸要因に加えて，④播種時の天候不順によって適期播種ができないばかりでなく，

晴天と雨天が交互にくりかえされると，種籾の発芽力を阻害しひいてはその機能までも消失じ（じま

うζとである。また，このような状態は種籾の呼吸作用を助長し・いたずらに胚乳貯蔵養分が費さ

れるために出芽にいたらない，など出芽，苗立ち時の不安定要因が重なっている。次に，生育全期

間にわたる栄養生理上の不安定性があげられる。先にのべたように，乾田期間に①有機物の分解が

促進されること，②土壌中の窒素が放散または流亡して基礎地力が低下すること，などに対する地

力の維持，増進のための農作業上の対応がなされ得るかどうかによる・この場合，化成肥料などの

・金肥による栄養の補給は一般に行なわれていることであるが・時によって効果的であっても・十度

にわたると稲体を軟弱にし，ひいては病虫害の発生を誘発し，必ずしも収量性を有利に導くことに
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はならない。

　なお，昭和48年度の乾田直播栽培の概要を参考までに第5表に示した。

　　　　　　　　　　　　　　（　文　献　省　略　）

　　第5表　水稲直播（乾田）栽培　（昭和48年度）

作業名
　鬼

?ﾆ内容 作業期間 使用資材（『犯姥当） 作業機名 備　　　考

種子消毒

塩　　水　　解

ﾁ　　　　　毒
ｴ　　　　　衣

5月中旬

@〃
@〃

食　　　　　塩
iウスブルン錠）

@　　稔

人　　　　　　力

@　　〃
@　　〃

比重を1．13とする。

�@避　剤

堆　肥　散　布 前年11月 稲　わ　ら　500 自脱コンバイン コンバインカッター

耕起整地

耕・　　　　転

ﾓ　　　　　土
ﾏ　　　　　平

　2．月

Tσ4月
@5月

ロ　一　　タ　　リ　ー

Eィニダ＿
ト　ラ　ク　タ　一

@　　〃
@　　〃

雑草防止の目的も兼
ﾋる。

播種施肥
播　　　　　種

{　　　　　肥

5月中旬
T月中旬

種　　籾　　4　ん9
Oリーンアツシ珂ヒ成484号

ミノル式動力播種機

?@　　　　　力

慎重に作業

d種前の耕欝に撒布

雑草防除

播　種　直　後

ｶ　　育　　期
L効分げつ終期

5月下旬
U月中旬
V月下旬

エ　　ス　乳　　剤

X　タ　ム　乳　剤

Q4．Dアミン剤

動力噴霧機
@　　〃
@　　〃

散布量　1004／10a
@ノノ　　　　　　　　ノノ

@〃　　　804／10a

病
虫
害
防
除

ヒメトビ。ツマグロ

jカメイチユウ
Eンカ・ヨコバ
C・メイチユウ
V　ラ　バ　ガ　レ
Eンカ・メイチュウ。ヨコバイ

H　ウ　ン　カ

6月上旬

U月下旬
V．月中旬

W月上旬
W月中旬
X月中旬

ツマサイド　紛剤
~ブスバノン　（紛）5

pダンサイド　（紛）〃

Tンケル　（紛）〃
Aソツマ’ミス　（紛）〃

iマク・もノけツク）（紛）〃

畦畔ダスター
U　　粒　　機
l畔ダスター
@　　〃
@　　；

全　面　撒　布

@　　〃
@　　〃
@　　〃
@　　〃
ﾇ部的に散布

追　　肥
入　　水　　後

c穂形成期
6下7中
W月中旬

化　　　成　48号
mK：化成C　5号

人　　　　　　力

@　　〃

醤
麟
鍔
際
。
減

水　　管　　理
入：水．後

諮?ﾜで
入　　　　　　力

4～5葉期ごろより三々に灌水する。

収　　穫 刈取り。脱穀
焉@　運　　搬

11月中旬

@〃
バイブル油5～64
Kソリン　　14

自脱コンバイン
eイラー。トレーラー

乾燥調整
籾　　乾　　燥

焉@　す　　り

　〃
P2月中旬

白　灯　油　　4乙
d　　　力

熱風乾燥機
焉@す　り　機

急激な乾燥をさける。
■

註）雀の被害に対する対策：稔を種籾に塗布。
　　発芽不揃いの防止対策：砕土，均平化に特に留意する。
　　発育初期の雑草防除対策；耕萩整地作業を充分に行なう。

　　倒伏防止対策：品種選択，施肥，水管理に留意。




